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第30号のメニュー

【ごあいさつ】

【そっと教える授業のテクニック19】

「中級の授業を始めるために2」
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★☆★☆★ごあいさつ★☆★☆★

1月17日から25日まで、わたし（三浦）と吉川真由美専任講師は中

南米日本語教育巡回セミナーでキューバとドミニカ共和国の2カ国を回

ってきました。さらにその後わたしは、さいたま市の日本語国際センタ

ーの簗島史恵専任講師と合流し、パラグアイ、アルゼンチンの2カ国も

訪問し、2月2日に帰ってきました。各地で熱心に日本語の学習に取り

組んでおられる多くの先生方にお会いし、各国の日本語教育の現状につ

いて生の声を聞かせていただくことができました。またこのセミナーは

各地で大変好評で、「また来てください」というたくさんの励ましのこ

とばをいただききました。ありがとうございました。

このメルマガにも4カ国で60名近い先生方に新たにご登録いただき、

うれしい悲鳴を上げています。多くの読者を得て、よりいっそう内容の

充実に励んでいきたいと考えています。

　さてメルマガ30号は、前号に引き続き、中級の授業について考えて

みたいと思います。
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●●●「中級の授業を始めるために2」●●●

　「中級の教科書に出てくる語彙や表現はいったいどうやって、どこま

で説明したらいいんでしょうかあ」

　中級の授業を担当している先生のため息です。みなさんはいかがです

か。教科書を前に「うーーん」とうなったことはありませんか。

　「中級表現・中級文型」を授業で説明する場合は次のような順序で行

います。

意味を既習の日本語で言い換えて説明したり、媒介語で訳したりする。

例文も提示する。

使い方の制限や、その表現の性質などがある場合は、例文を交えて説

明する。

学習者に例文を作ってもらって理解の確認をする。

　以前大変優秀な韓国人の学習者がこんな文を書いたことがあります。

「日本の民法と韓国の民法には類似点も多いが、その反面どえらい相違

点も存在する。」「どえらい」という言葉の性質や使い方の制限を知らな

かったためにおきたことです。日本語能力試験の一級に合格しているよ

うな学習者でも、その言葉がどんなときに使われるかは説明されない限

りわからないということでしょう。

　先日の巡回セミナーを一緒に回った日本語国際センターの簗島専任

講師がセミナーの中でこんな話しをしていました。以前中級の教科書17

冊の調査をしたことがあるそうです。そのときの結果ですが、調査した

17冊の教科書に提出されていた「中級表現・中級文型」はなんと900以

上もあったそうです。これを全部、授業だけでマスターするのはなかな

か大変なことですよね。

　その上、10冊以上の教科書にとりあげられている「中級表現・中級文

型」は、10以下だったそうです。そして17冊すべての教科書で提出さ

れている「中級表現・中級文型」となるとわずかに二つだったそうで、

中級で学ばなければならない「中級表現・中級文型」というものの根拠

が如何に薄いかということがわかると思います。

　初級文型というのは日常生活で頻繁に出会う、これを習得していなけ

ればコミュニケーションに困るというものがほとんどです。しかし中級

文型といわれるものは、特にこれだけは、というものがなく、いったい

どれを授業で一生懸命勉強していけばいいか判断するのは難しいとい

うことになります。

　しかしそんなことを言っても、実際に目の前に学習者はいるし、教科

書もあるわけです。何かしなければならない。結局教師が授業で説明す

るのは教科書で提出されている「中級表現・中級文型」ということにな

ります。しかし一生懸命勉強しても、もしかするとその表現にはずーっ

と出会うことがないかもしれないし、反対に勉強していない表現にはい

つも出会うというようなことも起きてくるかもしれないわけです。

　これを解決するのは、学習者が自分で学習する習慣や力を養うことだ

と思います。辞書や参考書を使って意味や使い方を学ぶ方法を習得する

ことが一番の近道になります。中級の授業では、教室の中で辞書を使う

習慣をつけていくのもいいのではないかと思います。なかなか一人では

できないことでも、教室の中で先生や、他の仲間と一緒に練習していけ

ば、辞書を引くのもだんだんと上手になるかもしれません。わたしはこ

れを「自分で学習のススメ」と呼んでいます。
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2月3日に国際交流基金サンパウロ日本文化センター大ホールで開催

された第3回「国際交流基金日本語セミナー」には、カーニバル前の忙

しい時期だったにもかかわらず60名以上の先生方の参加を得て盛況で

した。この場を借りてお礼を申し上げます。さいたま市にある国際交流

基金日本語国際センターの簗島専任講師による「読みの授業で教師がで

きること」では、最新の読解授業理論の紹介がありました。これまでの

やり方とは一味違う実践に、会場の先生方もしきりにうなずいている様

子が見受けられました。

また簗島講師が日本語国際センターで担当している、日本語教育指導

者養成プログラム修士コースの修了者3名による、それぞれの研究成果

の発表もあわせて行われました。発表者は前号で紹介したとおり、松酒

クリスチーナ早苗「在日10代ブラジル人の親子のコミュニケーション

―言語生活と心の問題―」、遠藤クリスチーナ麻樹「ブラジル都市部の

日本語学校における日本語教育に関する意識調査」、アレッシャンド

レ・モライス「漢字の多面的な学習を目指した学習教材の作成に関する

研究」の3人の研修修了生でした。それぞれ専門性の高い内容で、特に

ブラジルでは日本語教育関連の研究発表を聞く機会はまだまだ少ない

とあって、このような機会をまた作ってほしいという声も聞かれました。

この3人の研修修了生の研究をより詳しくお読みになりたい方は、国際

交流基金サンパウロ日本文化センターの図書館に論集がおいてありま

すので、どうぞご利用ください。

メルマガ「こうししつ」では皆さんのご意見、お便りをお待ちしてい

ます。ご意見・ご質問は　prof@fjsp.org.br

　電話11-3288-4971
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国際交流基金サンパウロ日本語センター講師室

メルマガ「こうししつ」発行責任者　三浦多佳史

ポルトガル語　吉川・一甲真由美エジナ
みうらのサイト
日本語を学ぶ人と日本語使って日本を研究している人
のための情報のページ
http://homepage3.nifty.com/miuratakashi/
「メルマガこうししつ」バックナンバーを公開中
是非一度ご覧下さい
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